
地理歴史科（地理 B） 学習指導案 

 

令和〇年〇月〇日（〇） 

埼玉県立所沢中央高等学校  

教諭  宮本 昌幸 

１ 単元名：河川と海岸の小地形 

 

２ 単元について 

（１）教材観（学習単元の概要） 

  この単元は、気候分野と並ぶ自然環境における一分野、地形に関する単元である。内的営力

による大地形については前単元までで終え、外的営力による小地形に入ったところである。小

地形のうち河川地形は、小中学校の理科で学習した内容の延長で、理科に興味を持っている生

徒にはわかりやすい内容であるが、理科が苦手に苦手意識をもつ生徒にとっては、理解しにく

い単元である。地図や地形模型などのビジュアル教材と、教科書本文にある記述とを併せ、現

実の地形をイメージしながら理解する必要がある。河川地形については，その分布や特徴，成

因について学ぶとともに，災害や土地利用など人間生活とのかかわりについても、生徒たちに

は学んで欲しいと考えている。また、河川地形において土地利用や人間生活とのかかわりを学

ぶことによって、自然地理分野から、農業地理など人文地理分野への橋渡しとしての、教科内

位置づけがなされる。 

 

（２）生徒観（学習状況の実態） 

  授業には真面目に取り組む生徒がほとんどである。日ごろから教師の話をよく聞いていて、

のプリントへの取り組みも良好である。考査における得点も、平均的には高い。しかし考査直

前の、文字だけでの丸暗記をしている生徒も、一部含まれているように感じている。本質的な

理解のために、生徒たちには、教科書本文にある文字としてだけではなく、地図等の図による

理解も併せて進めて欲しい。 

 

（３）指導観（学習の手立て） 

  教科書をしっかり読ませるために、空欄補充式のプリントを用いる。また、小テストの実施

を含めた、こまめな復習が必要だが、その際、身近な例を用いて理解させることが有効である。

埼玉県西部地区の例として、富士見市の荒川について扱うが、ここでは、明治期の迅速測図や

資料を用いることになって、河川改修前の情報を知ることができる。水害の歴史や三日月湖の

形成についても、古地図や歴史的資料を用いることで、その形成過程や変遷が理解できる。 

 

３ 単元の目標及び評価規準 

（１）単元の目標 

  小地形の分布や特徴・成因について考察するとともに、災害や土地利用など人間生活とのか

かわりを考察する。 

 



（２）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 資料活用の技能 知識・理解 

・災害や土地利用など

人間生活とのかか

わりについて意欲

的に追求し、とらえ

ようとしている。 

 

・小地形について、そ

の分布や特徴を成

因と関連付けて考

察するとともに、人

間生活とのかかわ

りを多面的・多角的

に考察し、その過程

や結果を適切に表

現できる。 

・古地図や地形図、

古文書などの資料

から、有用な情報

を適切に選択し、

その地域の地形の

特徴と成因を読み

取ることができ

る。 

・小地形について、分

布や特徴、成因や人

間生活とのかかわ

りについて理解し、

その知識を身につ

けている。 

 

 

４ 指導計画 

時 指 導 内 容 等 

１ 河川と海岸の小地形(小地形の形成と河川地形) 

２ 

(本時) 

荒川流域の地形 

３ 河川と海岸の小地形(海岸にみられる小地形) 

４ 復習(小テストを含む) 

 

５ 本時の学習 

（１）ねらい 

  前時で学習した河川地形について、身近な例である荒川流域の例で復習し、理解を促進する。

特に、三日月湖の形成について、古地図や古文書を利用して、実例として理解する。 

 

（２）展開 

時間 生徒の活動 教師の指導・支援等 資料等 

0～10分 

 

 

 

 

10～２0分 

 

 

 

 

 

 

 

２０～３5分 

 

 

 

 

・河川上流・中流に特徴的な地

形を復習する。 

V字谷 

河岸段丘 

 

・現在の地形図をみて、びん沼

川がどのような地形なのか確

認する。 

 

 

 

 

 

・東大久保地区の水害と河川改

修の歴史を知る。 

・住民から県へ請願していたこ 

とを知る。 

 

・前時で取り組ませたプリント

を返却する。 

・埼玉県立川の博物館「荒川大

模型 173」の写真を見せる。 

 

・地図中の「びん沼川」という

文字に印をつけさせる。 

・「びん沼川」を青色で塗りつ

ぶさせる（実際の配付プリン

トは白黒印刷）。 

・プリント xx-1枚目を活用し、 

びん沼川がどのような地形

なのか確認させる。 

・生徒を指名し、プリントに記

入したことを読ませる。 

・請願書は読むことが難しいと

思われる。南畑村沿革史にあ

ることの確認程度で良い。 

プリント 

xx-1枚目 

スライド投 

影、または 

拡大写真 

プリント 

xx 枚目 

の「地形図」 

 

 

 

 

 

「埼玉県入

間郡南畑

村之沿革

史」 

「請願書」 



35～45分 

 

 

 

 

45～50分 

 

・荒川の旧流路の位置を知る 

・びん沼川がどのように形成さ 

れたのか考察する。 

 

 

・流域の人々の思いを、びん沼

川の形成からまとめる。 

・洪水だけでなく河川改修によ 

っても三日月湖が形成される 

ことを確認する。 

・地図中の「荒川」という文字

に印をつけさせる。 

・三日月湖の形成はプリント

xx-1 枚目をヒントに、書か

せる。 

・(時間次第だが)生徒を指名し、

プリントに記入したことを

読ませる。 

 

「迅速 

測図」 

 

６ 板書例と使用資料 

板書は行わない 

プリント記入により授業を進める （プリントは別紙） 

 

スライド投影または拡大写真-1 （V字谷） 

  



 スライド投影または拡大写真-2 (河岸段丘)  

 

スライド投影または拡大写真-３ (河岸段丘)  

 



スライド投影または拡大写真-４ (河岸段丘)  

 



 

地理B(宮本担当20xx年度)プリント  xx-1 枚目 

１年  組   番 氏名:         

第Ⅱ部現代世界の系統地理的考察 1章自然環境 1節世界の地形 □3河川と海岸の小地形(1)小地形の形成と河川地形 教科書p.36-38 

下の地形模式図中のローマ字を答える 

 

C         D        E          

F         H        Ｉ        

下の空欄を埋める 

太陽エネルギーは(1      )の源である。この力は狭い範囲に作用するため, 
 
小規模な谷や(2      )などができ,これらは(3      )とよばれる。山地 
 
を流れる河川は侵食･運搬力が大きく,山地は河川によって,深く刻まれ(4    ) 
 
が形成される。谷の出口では,礫や砂が扇形に堆積し,(5      )が形成される。 
 
蛇行した河川が洪水を契機に流路が変わると,(6      )(河跡湖)ができる。 

 
河道近くには,洪水時に水と一緒にあふれ出た砂が堆積し,(7       )とよば 
 
れる微高地を形成する。この背後は,水はけの悪い(8       )となる。河口に 
 
近づくと,河川は運搬力を失い,砂や泥が堆積して(9     )(デルタ)を形成する。 

D 

A 山地・丘陵 

C 
B 崖錐 

E 

E 
E F 

F H 

K 

K L 

海 
砂州 

潟湖跡

州 
潟 

旧河道 

I

に 

I

に 

C 
G 

谷底低地 

堤間湿地 



 

地理B(宮本担当20xx年度)プリント  xx 枚目(表-1) 

1年  組   番 氏名:         

第Ⅱ部現代世界の系統地理的考察 1章自然環境 1節世界の地形 □3河川と海岸の小地形(1)小地形の形成と河川地形 教科書p.36-38 

 

・現在の地形図をみて、下の作業を行う 

 

1.びん沼川という文字に印をつける 

2.びん沼川を青色でぬる 

3.びん沼川は何という地形か?プリントxx-1枚目で学んだ用語から書く(     ) 



 

地理B(宮本担当20xx年度)プリント  xx 枚目(表-2) 

・東大久保地区の河川の歴史について資料中の語を用いて空欄を埋める。 

 

 

矢沢熊次郎(1956) :  

『埼玉県入間郡南畑村之沿革史』． 

南畑村教育委員会．より 

 

注)  

1889(明治22)年 上南畑村,下南畑村, 

南畑新田,東大久保村→入間郡南畑村 

1956(昭和31)年 南畑村,鶴瀬村.水谷村 

→富士見村 

1964(昭和39)年 富士見村→富士見町 

1972(昭和47)年 富士見町→富士見市 

東大久保地区を含む旧南畑村 
 
 (現富士見市の一部)は、古来より 
 
(    ) の被災地として有名だ 
 
った。そのため大きな (    ) 
 
を築くなどの、(    ) が行わ 
 
れてきた。 



 

地理B(宮本担当20xx年度)プリント  xx 枚目(裏-1)  

・東大久保地区の河川の歴史について資料中の語を用いて空欄を埋める。(つづき) 

 

 

1883(明治16)年頃の村から埼玉県への「請願書」 

東大久保地区を含む 
 
旧南畑村 (現富士見 
 
市の一部)は、 
 
堤が (    ) の 
 
箇所多い。 



 

地理B(宮本担当20xx年度)プリント  xx 枚目(裏-2)  

・1881年の迅速測図 (1;20,000)での荒川の流路について、現在の流路と比較する。 

 

 
                                      
 
                                      
 
                                      
  
                                       



 

 



 

 

矢沢熊次郎(1956) : 『埼玉県入間郡南畑村之沿革史』．南畑村教育委員会． 



 

 

 



 

地理B(宮本担当20xx年度)プリント  xx-1 枚目 

１年  組   番 氏名:  解答例    

第Ⅱ部現代世界の系統地理的考察 1章自然環境 1節世界の地形 □3河川と海岸の小地形(1)小地形の形成と河川地形 教科書p.36-38 

下の地形模式図中のローマ字を答える 

 

C  河岸段丘   D  扇状地   E  自然堤防    

F  後背湿地   H 三日月湖(河跡湖) Ｉ 三角州(デルタ) 

下の空欄を埋める 

太陽エネルギーは(1 外的営力 )の源である。この力は狭い範囲に作用するため, 
 
小規模な谷や(2 沖積平野 )などができ,これらは(3  小地形 )とよばれる。山地 
 
を流れる河川は侵食･運搬力が大きく,山地は河川によって,深く刻まれ(4 V字谷 ) 
 
が形成される。谷の出口では,礫や砂が扇形に堆積し,(5  扇状地 )が形成される。 
 
蛇行した河川が洪水を契機に流路が変わると,(6 三日月湖 )(河跡湖)ができる。 

 
河道近くには,洪水時に水と一緒にあふれ出た砂が堆積し,(7  自然堤防 )とよば 
 
れる微高地を形成する。この背後は,水はけの悪い(8 後背湿地  )となる。河口に 
 
近づくと,河川は運搬力を失い,砂や泥が堆積して(9 三角州 )(デルタ)を形成する。 

D 

A 山地・丘陵 

C 
B 崖錐 

E 

E 
E F 

F H 

K 

K L 

海 
砂州 

潟湖跡

州 
潟 

旧河道 

I

に 

I

に 

C 
G 

谷底低地 

堤間湿地 



 

地理B(宮本担当20xx年度)プリント  xx 枚目(表-1) 

1年  組   番 氏名:  解答例    

第Ⅱ部現代世界の系統地理的考察 1章自然環境 1節世界の地形 □3河川と海岸の小地形(1)小地形の形成と河川地形 教科書p.36-38 

 

・現在の地形図をみて、下の作業を行う 

 

1.びん沼川という文字に印をつける 

2.びん沼川を青色でぬる 

3.びん沼川は何という地形か?プリントxx-1枚目で学んだ用語から書く( 三日月湖) 



 

地理B(宮本担当20xx年度)プリント  xx 枚目(表-2) 

・東大久保地区の河川の歴史について資料中の語を用いて空欄を埋める。 

 

 

矢沢熊次郎(1956) :  

『埼玉県入間郡南畑村之沿革史』． 

南畑村教育委員会．より 

 

注)  

1889(明治22)年 上南畑村,下南畑村, 

南畑新田,東大久保村→入間郡南畑村 

1956(昭和31)年 南畑村,鶴瀬村.水谷村 

→富士見村 

1964(昭和39)年 富士見村→富士見町 

1972(昭和47)年 富士見町→富士見市 

東大久保地区を含む旧南畑村 
 
 (現富士見市の一部)は、古来より 
 
( 水害 ) の被災地として有名だ 
 
った。そのため大きな ( 堤防 ) 
 
を築くなどの、(治水(の土木事業)) が行わ 
 
れてきた。 



 

地理B(宮本担当20xx年度)プリント  xx 枚目(裏-1)  

・東大久保地区の河川の歴史について資料中の語を用いて空欄を埋める。(つづき) 

 

 

1883(明治16)年頃の村から埼玉県への「請願書」 

東大久保地区を含む 
 
旧南畑村 (現富士見 
 
市の一部)は、 
 
堤が ( 虚弱 ) の 
 
箇所多い。 



 

地理B(宮本担当20xx年度)プリント  xx 枚目(裏-2)  

・1881年の迅速測図 (1;20,000)での荒川の流路について、現在の流路と比較する。 

 

 
  1881年の荒川の流路は、現在の荒川より西方にある。現在はより直線的     
 
 な流路であるが、1881年は蛇行した流路を示している。また当時の荒川の         
 
 流路は、現在のびん沼川とほぼ一致する。つまり、荒川はこの区間で河川改   
  
 による直線化が行われ、残った旧流路は三日月湖として残された。        


